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12月定例会の概要

一般質問の概要

常任委員会審査報告

議案等の各議員表決

特別委員会報告

　大野市議会では、議会日程や議案等の審議
経過及び結果、会議録などの議会情報をホーム
ページでも掲載しています。ぜひご覧ください。

議会だよりを音声で聞けます
　議会だよりの掲載内容を読み上げた音声
データをホームページに掲載しています。音
声の吹き込みは、音訳ボランティアグループ

「麻那の会」の協力で行われています。
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越
前
お
お
の
観
光
ビ
ュ
ー 

ロ
ー
を
指
定
し
、
指
定
期

間
「
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
」 

を
「
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
」
に
修
正
可
決
し
ま
し 

た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ 

い
て
（
大
野
市
元
町
会
館
）

　

大
野
市
元
町
会
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
を
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

引
き
続
き
、
松
谷
由
美
氏

（
右
近
次
郎
）
を
任
命
す
る 

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

12月
定例会の概要

　

第
４
３
７
回
定
例
市
議
会
が
11
月
27
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
の
改
正
案
、
市
道
路

線
の
認
定
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
人
事
案
件
な
ど
全
21
議
案
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
か
ら

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
４
年
度
決
算
認
定
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
、 

11
ページ
の
と
お
り
で
す
。

議案第91号・92号・93号
令和5年度大野市一般会計
補正予算（第5号・6号・7号）

　補正前の予算額　　→　　補正額（増額）　　→　　補正後の予算額
196億5655万円　　　 7億9370万円　　　  204億5025万円

91号 修正可決
92号・93号 可決

大
野
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

電
子
署
名
等
に
係
る
地 

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ 

ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関 

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に 

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い 

ま
し
た
。

大
野
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

消
防
法
施
行
規
則
及
び 

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、 

構
造
及
び
管
理
並
び
に
対 

象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
公

布
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
大
野
市
ま
ち
な
か
観 

光
拠
点
施
設
及
び
越
前
お 

お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

大
野
市
ま
ち
な
か
観
光 

拠
点
施
設
及
び
越
前
お
お 

の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定 

管
理
者
に
一
般
財
団
法
人 

補正予算
の議案

補正のあった主な内容 補正額 補正後の額

【地域応援商品券・デジタル地域通貨発行事業】
プレミアム付き地域応援商品券・デジタル地域通貨の発行

１億3648万円 １億3648万円

【住民税非課税世帯への物価高騰くらし応援給付金給付事業】
住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり７万円の給付

１億9359万円 ２億8056万円

【保育所管理運営経費】
おむつの持ち帰りを無くすため、公立保育園の使用済おむつ
の保管等に使用する集積場や備品の整備・購入

117万円 １億5986万円

【民間保育所等おむつ持ち帰りゼロ支援事業補助】
おむつの持ち帰りを無くすため、民間保育園の使用済おむつ
の保管等に使用する備品の購入に対し補助

142万円 142万円

【小中学校再編計画推進事業】
上庄中学校、尚徳中学校の統合記念事業の実施に対し補助

286万円 9596万円

【財産管理事務経費】
旧蕨生小学校の屋外遊具等の撤去、旧奥越農業共済事務所
の解体工事費の増額

1005万円 6999万円

【障がい福祉施設等物価高騰対策支援事業補助】
障がい福祉施設等の高騰した電気料・食材料費に対する補助

576万円 1041万円

【介護施設等物価高騰対策支援事業補助】
介護保険施設等の高騰した電気料・食材料費に対する補助

1793万円 3397万円

【中小企業者省エネ設備導入支援事業】
市内事業者が行う省エネ設備の整備に対する補助金の増額

500万円 1074万円

【除雪経費】
冬季除雪に必要な経費の増額

２億1640万円 ３億6077万円

指
定
管
理
者
の
指
定

有権者が政治家に寄付を求めることは禁止されています。

条
例
の
改
正

人
事
案
件

元町会館
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市
道
路
線
の
認
定

　

新
た
に
、
友
江
５
号
線
、

友
江
６
号
線
及
び
右
近
次
郎

団
地
南
北
７
号
線
を
市
道
路

線
に
認
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
73
号 

令
和
５
年
度

大
野
市
一
般
会
計
補
正
予 

算 

（
第
５
号
）
案
の
撤
回 

に
つ
い
て

　

議
案
の
撤
回
に
つ
い
て
承 

認
し
ま
し
た
。

政治家が病気見舞を出すことは禁止されています。

そ
の
他

議
案
の
撤
回

る
も
の
の
、
滞
納
繰
越
分
の

収
納
率
は
23
・
３
㌫
と
依
然

と
し
て
低
い
。

　

徴
収
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
負
担

の
公
平
を
期
す
た
め
、
収
納

率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

脱
炭
素
の
取
り
組
み 

　

市
で
は
、
令
和
５
年
３
月

に
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
市
民
、
地
域
、
事
業
者
、

行
政
が
官
民
を
挙
げ
て
、
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

市
民
等
と
目
指
す
べ
き

ゴ
ー
ル
を
共
有
し
、
目
標
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加

速
さ
れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
た

い
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進  

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市

の
シ
ス
テ
ム
経
費
の
総
額
は

約
３
億
４
５
２
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
等

の
導
入
に
当
た
っ
て
は
費
用

対
効
果
を
念
頭
に
、
行
政
と

市
民
の
双
方
の
利
便
性
向
上

が
図
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た

い
。

　

ま
た
、
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
効
果
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
遠
隔
地
に

住
む
人
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
享
受
で
き
る
も
の
を
検
討

さ
れ
た
い
。

公
共
施
設
の
在
り
方  

　

施
設
の
設
置
意
義
が
薄

れ
、
運
営
に
行
き
詰
ま
り
感

が
あ
っ
た
り
、
設
置
目
的
が

十
分
に
達
成
で
き
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
経
費
の

削
減
と
民
間
事
業
者
等
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
新
た
な

発
想
に
よ
る
運
営
へ
の
見
直

し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

歳
入

　

令
和
４
年
度
の
市
税
収
納

率
は
97
・
０
㌫
で
、
前
年
度

と
同
率
と
な
っ
て
い
る
。
現

年
度
課
税
分
の
収
納
率
は

99
・
２
㌫
と
高
い
水
準
に
あ

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度

決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
内
容

　（
◎
白
﨑
、
○
猪
嶋
、
笹
山
、
林
、

　
伊
東
、
野
村
、
梅
林
）

●一般会計
区　　分 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 197億1833万円 189億695万円

●特別会計
区　　分 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険事業 34億9942万円 33億9306万円

和泉診療所事業 8340万円 8283万円

後期高齢者医療 5億1820万円 5億1504万円

介護保険事業（保険事業勘定） 40億8464万円 39億7581万円

介護保険事業（介護サービス事業勘定） 1469万円 1469万円

農業集落排水事業 ３億1009万円 ３億190万円

令和４年度　大野市各会計決算総括表

※資本的収支の支出に対する収入の不足分は留保資金などで補てん

●企業会計

区　分 収益的収支
（事業運営と施設管理）

資本的収支
（施設整備など）

収入 支出 収入 支出

水道事業 １億3742万円 １億3161万円 3824万円 １億1397万円

簡易水道事業 １億5605万円 １億2578万円 6311万円 8041万円

下水道事業 ７億3170万円 7億511万円 6億8075万円 9億4168万円

　令和５年12月第437回定例会において、議案上程後に「議案第
73号 大野市一般会計補正予算（第５号）案」に計上すべき経費の
漏れがあったため、議案を撤回する事案が発生したことに関連し、
12月14日付けで大野市議会議長から大野市長あてに、以下の点に
ついて申し入れを行いました。

１　議案を提出するに当たっては、細心の注意を払い万全を期す体
制を整えるとともに、予算に関しては財務システム活用によるリ
スク回避策を含めて対策を強化し再発防止に努められたい。
２　現在の大野市役所は、組織のガバナンスが機能していないよう
に見受けられる。危機管理を含めた体制強化を図られたい。

市政運営に関する申し入れ
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物
価
高
で
市
民
は
貯
金 

を
取
り
崩
し
た
り
、
生
活
の 

質
を
落
と
し
て
や
り
繰
り
し 

て
お
り
、
早
急
に
対
策
が
必 

要
で
あ
る
。
資
材
高
騰
で
疲 

弊
し
て
い
る
事
業
者
等
へ
の 

支
援
、
ま
た
住
民
税
非
課
税 

世
帯
だ
け
で
な
く
、
全
市
民

へ
の
物
価
高
騰
対
策
は
。

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に 

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
給
付 

す
る
経
費
の
ほ
か
、
障
が
い 

福
祉
施
設
や
介
護
保
険
施
設 

等
に
対
し
高
騰
す
る
食
材
料 

費
の
一
部
を
支
援
す
る
経
費 

の
補
正
予
算
案
を
追
加
提
出 

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

市
民
に
対
す
る
追
加
支
援 

策
も
今
後
検
討
す
る
。

　
　

検
討
す
る
と
い
う
答
弁 

で
今
ま
で
全
市
民
へ
の
対
策 

は
実
現
し
て
な
い
。
予
算
化 

で
き
な
い
の
か
。

　
　

庁
内
で
予
算
を
調
整
し 

市
民
へ
の
支
援
を
考
え
て
い 

く
。

　
　

11
月
29
日
付
け
の
新 

聞
各
紙
に
お
い
て
、
非
正
規

公
務
員
の
給
与
改
定
で
４
市 

が
国
通
知
対
応
せ
ず
と
記
載 

さ
れ
た
が
な
ぜ
か
。
非
正
規

公
務
員
の
４
月
に
さ
か
の 

ぼ
っ
た
給
与
改
定
は
、
い
つ

行
う
の
か
。
期
末
手
当
に
加

え
て
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

掲
載
さ
れ
た
内
容
に
つ 

い
て
は
、
報
道
し
た
実
施
機 

関
に
対
し
て
市
か
ら
情
報
提 

供
し
て
い
な
い
の
で
回
答
で 

き
な
い
。

　

給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、 

必
要
な
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
等
の
条
例
改
正
・
補

正
予
算
を
検
討
し
、
本
年
度

３
月
定
例
議
会
に
提
出
す

る
。
勤
勉
手
当
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
５
月
に
地
方

自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
期
末

手
当
と
勤
勉
手
当
の
支
給
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
施

行
は
令
和
６
年
の
４
月
以
降

と
な
っ
て
い
る
。

　

市
の
条
例
改
正
と
対
応
す 

る
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
３ 

月
議
会
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、 

６
年
度
か
ら
支
給
す
る
。

全市民への物価高騰対策を求める

無
会
派

　
野の

村む
ら

　
勝ま

さ

人と

　
議
員

庁内で予算を調整し市民への支援を考える

一
般
質
問

問答答

答

問問

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

　
　

令
和
３
年
７
月
に
国
か 

ら
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を 

受
け
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
募
集
し
、
こ
れ
ま
で
に

３
件
の
寄
付
を
受
け
入
れ
、

そ
の
都
度
、
企
業
名
や
寄
付

金
額
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
お
お
の
で
公
表
し
て
い

る
。

　
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ 

ン
グ
で
叶
え
る
地
域
の
み
ら 

い
応
援
事
業
は
、
令
和
６
年

度
以
降
の
取
り
組
み
予
定
は

あ
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
募
集
状 

況
が
、
若
い
世
代
に
よ
る
独

創
的
な
企
画
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
挑
戦

意
欲
を
促
し
、
結
果
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
発

掘
や
育
成
に
寄
与
し
た
。
こ

の
よ
う
な
特
長
を
生
か
し
て

令
和
６
年
度
も
継
続
し
、
市

制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
を

含
め
、
市
民
団
体
が
行
う
事

業
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

農
業
集
落
排
水
を
公
共

下
水
道
と
接
続
す
る
こ
と
の 

住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

大
規
模
改
修
に
係
る
地

元
分
担
金
制
度
の
廃
止
や
、

こ
れ
ま
で
地
区
で
行
っ
て
い
た

使
用
料
金
の
徴
収
や
処
理
場 

の
清
掃
な
ど
の
住
民
負
担
が

軽
減
で
き
る
こ
と
。

　
　

農
業
集
落
排
水
を
公
共 

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に 

よ
る
利
用
料
金
は
。

　
　

公
共
下
水
道
の
市
街
地

周
辺
部
と
上
庄
及
び
富
田
地

区
内
の
市
営
簡
易
水
道
で
、

過
去
５
カ
年
平
均
の
使
用
水

量
を
用
い
て
算
定
し
た
使
用

料
金
を
比
較
す
る
と
、
１
人

か
ら
５
人
ま
で
の
世
帯
で
は
、 

使
用
料
金
が
減
額
と
な
る
傾

向
で
あ
る
。
過
去
５
カ
年
平

均
の
使
用
水
量
を
用
い
た
傾

向
で
あ
る
た
め
、
各
処
理
区

の
使
用
料
金
が
異
な
る
こ
と

や
個
々
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は

増
額
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

農業集落排水を公共下水道に接続する
ことによる利用料金は

市
政
会 

　
白し

ら

﨑さ
き

　
貴た

か

之ゆ
き

　
議
員

個々の使い方にもよるが、5人までの世帯では
減額となる傾向

問問 答答

答答 問問

政治家が落成式、開店祝いの花輪を出すことは禁止されています。
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客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、 

光
害
を
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
、
安
全
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

星
の
ま
ち
お
お
の
推
進 

協
議
会
に
お
い
て
ル
ー
ル
づ 

く
り
を
協
議
し
、
星
空
観
望 

を
行
う
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知 

す
る
。
ま
た
、
安
全
に
誘
導

す
る
看
板
の
設
置
な
ど
必
要

な
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
　

星
を
見
に
く
る
人
に
対 

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　

星
空
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
よ 

る
星
空
観
望
会
、
天
体
観
望 

会
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上 

映
が
行
わ
れ
、
３
月
か
ら
着 

地
型
バ
ス
ツ
ア
ー
「
は
ぴ
バ 

ス
」
が
運
行
予
定
で
あ
る
。 

ま
た
星
空
の
魅
力
を
伝
え
る 

上
で
県
が
養
成
す
る
「
星
の 

ソ
ム
リ
エ
」
の
協
力
が
力
に 

な
る
こ
と
か
ら
、
県
自
然
保 

護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
い 

く
。
雨
が
降
っ
て
い
る
日
は 

小
型
ド
ー
ム
型
の
プ
ラ
ネ
タ 

リ
ウ
ム
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣 

言
」
の
趣
旨
と
は
。

　
　

こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設 

し
た
制
度
で
、
子
ど
も
た
ち 

の
た
め
に
何
が
最
も
良
い
こ 

と
か
を
常
に
考
え
、
子
ど
も 

た
ち
が
健
や
か
で
幸
せ
に
成 

長
で
き
る
社
会
を
実
現
し
よ 

う
と
す
る
も
の
。

　
　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社 

会
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　

第
六
次
大
野
市
総
合
計 

画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、 

官
民
協
働
に
よ
り
子
ど
も
・ 

子
育
て
を
支
援
す
る
取
り
組 

み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
の
遊
び
場
を
整 

備
す
る
に
当
た
り
、
ま
ち
な 

か
遠
足
に
来
る
児
童
・
生
徒 

へ
の
対
応
は
。

　
　

遊
び
場
の
工
事
期
間
中 

は
ワ
ク
ワ
ク
ま
ち
な
か
遠
足 

事
業
は
休
止
す
る
。
今
後
、

指
定
管
理
予
定
者
等
と
協
議

し
、
事
業
の
整
理
を
図
り
た 

い
。

　
　

六
呂
師
エ
リ
ア
を
中
心 

に
、
星
空
の
観
望
者
、
観
光

「こどもまんなか社会」のビジョンを
どのように考えているか
官民協働により、子ども・子育てを支援する
取り組みを充実させていく

問

問

市
政
会 

　
髙た

か

田だ

　
育や

す

昌ま
さ

　
議
員

答答答

一
般
質
問

答答

問問問

　
　

市
の
単
身
高
齢
者
へ
の

終
活
支
援
は
。

　
　

葬
儀
や
相
続
、
医
療
や 

介
護
の
こ
と
な
ど
、
万
が
一 

の
と
き
に
備
え
、
元
気
な
う

ち
か
ら
人
生
の
最
終
段
階
の

準
備
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
身
が
残
し
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
意
志
を
書
き
留
め

て
お
く
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
「
つ
ぐ
み
」
の
配
布
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

の
予
防
の
一 

つ
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
る 

が
、
定
期
接
種
で
は
な
く
全 

額
自
己
負
担
で
費
用
が
高
額 

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
希
望

す
る
人
の
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
助
成
制
度
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　

国
の
審
議
会
で
帯
状
疱 

疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化 

に
向
け
、
慎
重
に
審
議
さ
れ 

て
い
る
。
定
期
接
種
化
さ
れ 

れ
ば
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ 

う
に
な
る
の
で
、
国
の
動
向 

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き 

た
い
。

　
　

女
性
の
が
ん
対
策
に
つ

い
て
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
（
15

歳
か
ら
39
歳
の
若
年
層
）
の

が
ん
患
者
の
約
８
割
が
女
性

で
あ
っ
た
と
の
調
査
結
果
を

公
表
し
た
。
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

が
ん
対
策
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。

　
　

乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん

は
、
女
性
の
が
ん
の
中
で
も 

か
か
る
人
が
多
く
、
ど
ち
ら 

も
早
期
発
見
に
は
検
診
が
有 

効
。
検
診
の
ほ
か
に
も
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
に
抵

抗
を
感
じ
る
若
い
女
性
に

は
、 

自
宅
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
自
己
採
取
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
が
ん
治
療
に
よ
り 

外
見
が
変
化
し
た
方
に
は
、 

自
分
ら
し
い
社
会
生
活
を
送 

る
た
め
に
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正 

下
着
な
ど
の
購
入
費
の
一
部 

を
助
成
す
る
、
が
ん
患
者
ア 

ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業 

を
実
施
し
て
い
る
。

市の単身高齢者の終活支援は

自身が残したいメッセージや意志を書き留めておくエン
ディングノート「つぐみ」の配布、普及啓発を行っている

問
市
政
会 

　
伊い

東と
う

由ゆ

起き

恵え

　
議
員

答答

答

問 問

政治家が選挙区内の人にお金や物などを贈ることは禁止されています。
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25
年
以
降
最
大
の
減
少
幅
と

な
っ
た
。本
市
に
お
い
て
は
、 

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
、

１
月
１
日
時
点
の
人
口
は
３

万
９
６
４
人
と
な
り
、
居
住

実
態
に
即
し
た
調
査
で
あ
る

県
の
推
計
人
口
に
よ
る
と
、 

10
月
１
日
時
点
で
２
万
９
４

５
３
人
と
な
っ
た
。
直
近
５

年
間
の
20
歳
か
ら
49
歳
ま
で

の
転
入
数
か
ら
転
出
数
を
引

い
た
数
値
を
同
年
代
の
人
口

で
割
る
と
、
本
市
は
マ
イ
ナ

ス
２
・
７
パーセント
と
な
り
、
県
全

体
の
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
０
・

８
パーセント
の
中
、
最
も
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
絡
ん
で
生
じ
て
い

る
も
の
の
、
子
育
て
世
代
は

良
質
な
雇
用
環
境
や
生
活
の

利
便
性
、
高
い
所
得
水
準
を

求
め
て
転
出
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
多
様

な
働
く
場
の
確
保
は
、
子
育

て
世
代
の
流
出
抑
制
対
策
と

し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ち
づ
く
り
協
議
会
に
相
談
を

し
て
い
く
予
定
だ
が
、
開
催

時
期
や
そ
の
た
め
の
予
算
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

令
和
８
年
４
月
か
ら
校 

舎
の
活
用
を
す
る
の
で
あ
れ 

ば
、
令
和
７
年
度
に
は
計
画

を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
令
和

６
年
度
か
ら
地
元
と
の
相
談

を
始
め
な
い
と
遅
い
と
思
う

が
。

　
　

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
考 

え
て
い
き
た
い
。
一
方
で
行

政
で
も
公
共
施
設
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
と
い
う
両
面

で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
方

針
で
道
路
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　

道
路
施
設
の
長
寿
命
化 

計
画
を
策
定
し
、
道
路
の
計

画
的
で
効
率
的
な
維
持
管
理

と
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準

化
を
目
指
し
て
い
る
。
改
良

事
業
費
を
減
ら
し
、
年
々
増

加
す
る
施
設
補
修
な
ど
の
維

持
管
理
事
業
費
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
度
当
初
予
算

の
執
行
状
況
は
。

　
　

11
月
末
時
点
の
執
行
状 

況
は
、
予
算
額
の
合
計
約
１

１
９
億
７
７
０
０
万
円
に
対

し
、
執
行
額
は
約
９
２
億
７

７
０
０
万
円
で
、
執
行
率
は

77
パーセント
と
な
っ
て
い
る
。
１
月 

か
ら
３
月
に
執
行
が
見
込
ま 

れ
る
経
費
も
多
い
た
め
、
執 

行
率
の
み
で
判
断
す
る
こ
と 

は
困
難
だ
が
、
全
体
と
し
て 

は
お
お
む
ね
順
調
に
進
捗
し 

て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
度
の
予
算
編 

成
は
。

　
　

基
本
方
針
と
し
て
、
五 

つ
の
重
要
事
項
、財
源
確
保
、 

歳
出
の
重
点
化
を
掲
げ
た
。

　
　

子
育
て
世
代
の
市
外
流 

出
割
合
が
県
内
最
多
で
あ
る 

と
思
う
が
、
そ
の
原
因
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

　
　

県
の
人
口
は
75
万
９
０

０
０
人
で
、
前
年
度
と
比
較

し
７
７
８
４
人
の
減
少
で
、

10
年
連
続
で
減
少
し
、
平
成

　
　

星
空
保
護
区
認
定
後
の

取
り
組
み
及
び
ス
タ
ー
ラ
ン 

ド
さ
か
だ
に
に
対
す
る
来
年 

度
予
算
は
あ
る
の
か
。

　
　

星
空
保
護
区
の
周
知
を 

促
進
す
る
た
め
、
看
板
の
修

繕
や
誘
導
施
策
を
計
画
中
で

あ
る
。
道
の
駅
「
越
前
お
お

の
荒
島
の
郷
」
か
ら
下
唯
野

へ
入
っ
て
い
く
ル
ー
ト
や
県

が
設
置
し
て
い
る
道
路
標
識

な
ど
に
つ
い
て
も
精
査
を
進

め
、
修
正
可
能
な
箇
所
か
ら

改
善
を
行
う
内
容
で
あ
る
。

勝
山
方
面
に
お
い
て
も
県
と

協
力
し
て
、
看
板
に
六
呂
師

高
原
と
い
う
表
現
を
追
加
す

る
な
ど
提
案
を
し
て
い
き
た

い
。

　

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に 

に
つ
い
て
も
維
持
管
理
費
と 

し
て
の
予
算
を
要
求
す
る
考 

え
で
あ
る
。

　
　

令
和
８
年
か
ら
閉
校
に 

な
る
小
学
校
に
つ
い
て
、
来

年
度
は
校
舎
活
用
を
協
議
す

る
な
ど
の
予
算
は
あ
る
の

か
。

　
　

各
地
区
の
区
長
会
や
ま

令和６年度の予算編成は

星空保護区認定後の取り組み及びスターランド
さかだにに対する来年度予算はあるのか

清
風
会

　
山や

ま

崎ざ
き

　
利と

し

昭あ
き

　
議
員

大
野
市
民
の
会

　
笹さ

さ

山や
ま

　
晃あ

き

一か
ず

　
議
員

基本方針に五つの重要事項、財源確保、歳出の
重点化を掲げた

星空保護区の周知を促進するため、看板修繕や
誘導施策を計画中である

問問問

問問

一
般
質
問

一
般
質
問

答答答

答

問 問

答

答答

政治家が入学、卒業、出産などの祝儀を出すことは禁止されています。
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る
。

　
　

来
年
度
以
降
の
取
り
組 

み
は
。

　
　

新
し
い
大
野
市
地
域
公 

共
交
通
計
画
を
策
定
し
た
。 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を 

再
構
築
す
る
。
ま
た
、
タ
ク 

シ
ー
利
用
が
活
性
化
さ
れ
る 

よ
う
事
業
者
と
意
見
交
換
を 

行
い
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

文
化
会
館
空
調
設
備
の 

現
状
は
。

　
　

現
在
は
通
常
ど
お
り
稼 

働
し
て
い
る
。
今
後
、
故
障

箇
所
に
よ
っ
て
は
修
繕
が
難

し
い
状
況
。
そ
の
場
合
、
冷

暖
房
を
使
用
し
な
い
時
期
へ

の
利
用
変
更
や
、
他
の
施
設

の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

文
化
会
館
を
建
設
し
た 

場
合
の
想
定
金
額
は
。

　
　

本
市
に
見
合
う
コ
ン
パ 

ク
ト
な
施
設
を
目
指
す
。
現 

基
本
計
画
の
建
設
費
を
下
回 

る
額
を
想
定
。
国
の
補
助
金 

を
活
用
し
、
本
市
負
担
分
は 

有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
負 

担
額
軽
減
に
努
め
る
。

　
　

本
市
が
取
り
組
む
ま
ち 

な
か
活
性
化
策
は
。

　
　

民
間
主
催
の
誘
客
イ
ベ 

ン
ト
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

掲
載
し
、
情
報
発
信
し
て
い 

る
。イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
や
、 

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規 

出
店
者
に
対
す
る
補
助
を
実 

施
。
来
年
度
か
ら
「
越
前
お

お
の
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
と

連
携
し
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
。

　
　

公
共
交
通
の
利
便
性
向 

上
や
タ
ク
シ
ー
の
充
実
は
重 

要
な
課
題
と
捉
え
る
が
現
状 

は
。

　
　

公
共
交
通
は
、
利
用
者 

は
減
り
運
転
手
も
不
足
し
て 

い
る
が
、
高
齢
者
の
外
出
支

援
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
と

し
て
重
要
と
考
え
る
。
市
内

タ
ク
シ
ー
事
業
者
３
社
の
う

ち
１
社
は
和
泉
地
区
で
営

業
。
常
時
運
行
は
４
台
程
度

で
、
日
曜
・
祝
日
は
１
社
が

２
台
で
運
行
し
、
夜
間
営
業

は
し
て
い
な
い
。
公
共
交
通

の
持
続
可
能
性
が
課
題
で
あ

公共交通機関、市内タクシーの利便性
向上の状況は

大野市地域公共交通計画を策定した。来年度以降、
市内の公共交通ネットワークシステムを再構築していく

問問
大
野
市
民
の
会 

　
岸き

し

本も
と

　
一か

ず

敏と
し

　
議
員

答答

ン
、
光
熱
費
な
ど
の
生
活
す

る
上
で
ど
う
し
て
も
必
要
な

経
費
が
ほ
と
ん
ど
で
余
裕
が

な
い
状
況
。
人
口
千
人
当
た

り
の
職
員
数
の
推
移
を
見
る

と
類
似
団
体
の
平
均
と
比

べ
、
最
近
は
２
人
く
ら
い
多

い
。
こ
こ
を
改
め
る
と
、
経

常
収
支
比
率
が
改
善
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
単
独
で
消
防
職
員 

を
抱
え
て
い
る
。
面
積
が
広 

い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
分 

析
し
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ 

も
あ
る
の
で
勉
強
し
て
い 

く
。

　
　

中
学
校
の
学
校
再
編

で
、 

生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
乗
降
方
法
、
安
全
確
保
、

危
機
管
理
な
ど
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

よ
り
安
全
・
安
心
な
ス 

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
の
た
め 

「
大
野
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運 

行
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
委
託
事 

業
者
や
学
校
と
協
議
の
上
、 

教
育
委
員
会
で
作
成
す
る
。

　
　

令
和
６
年
度
の
中
学
校 

２
校
に
お
け
る
結
の
故
郷
教 

育
相
談
員
や
支
援
員
の
配
置 

方
針
は
。

　
　

安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、 

各
校
の
相
談
室
の
利
用
状
況 

や
気
掛
か
り
な
生
徒
の
割
合

な
ど
、
実
情
に
応
じ
た
相
談

員
と
支
援
員
の
配
置
に
努
め

て
い
く
。

　
　

総
務
省
の
デ
ー
タ
で

は
、 

本
市
は
経
常
収
支
比
率

が
近
年
１
０
０
パーセント
近
く
を
推

移
し
て
い
る
。
一
般
家
庭
で

言
え
ば
、
定
期
的
に
入
っ
て

く
る
収
入
が
、
食
費
や
ロ
ー

職員数を改めると経常収支比率が改善
されるのではないか

分析しきれていないところもあるので勉強していく

問
も
え
ぎ
会

　
木き

戸ど

屋や

八や

代よ

実み

　
議
員

答問問 答

一
般
質
問

答

答答答 問問問

政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています。
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大野市人
福井県平均人
全国平均人
類似団体平均人
類団全体を100とした順位

大野市の人口千人当たりの職員数と
（位）（人） 国、県、類似団体との比較、類似団体中の順位推移

*類似団体とは…全国の市町村を国勢調査をもと
にした人口と産業構造によって分類したもの

類似団体全体を１００
とした順位の推移

（数値データ元：総務省 グラフ作成者：木戸屋）
第437回定例会 12月5日一般質問提出資料 大野市議会議員 木戸屋八代実
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な
限
り
通
行
止
め
時
間
の
短

縮
を
図
っ
て
も
ら
え
る
よ 

う
、
国
に
対
し
て
働
き
掛
け

た
い
。

　
　

運
転
免
許
自
主
返
納
事 

業
で
、
返
納
を
た
め
ら
っ
て 

い
る
人
へ
の
支
援
策
と
し 

て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
三
輪
車 

の
補
助
を
検
討
で
き
な
い 

か
。

　
　

現
行
の
支
援
策
を
拡
充 

し
つ
つ
、
引
き
続
き
返
納
を 

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　

電
動
ア
シ
ス
ト
三
輪
車 

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
お
お 

い
町
で
実
施
し
て
い
る
が
検 

討
で
き
な
い
か
。

　
　

自
転
車
に
よ
る
転
倒
事 

故
の
多
く
は
高
齢
者
で
、
新 

た
に
モ
ー
タ
ー
付
き
の
乗
り 

物
に
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、 

交
通
安
全
の
推
進
か
ら
は
逆 

行
す
る
と
考
え
て
お
り
、
補 

助
制
度
に
つ
い
て
は
考
え
て 

い
な
い
。

生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
結
の

故
郷
教
育
支
援
員
・
相
談
員

の
配
置
に
努
め
る
。

　
　

来
年
度
の
支
援
員
は
増 

え
る
の
か
。

　
　

国
費
・
県
費
等
の
こ
と

も
十
分
に
勘
案
し
て
対
応
す

る
。

　
　

現
在
関
わ
っ
て
い
る
支

援
員
・
相
談
員
を
引
き
続
き

配
置
し
て
ほ
し
い
。　
　

　
　

学
校
と
も
相
談
し
、
子

ど
も
た
ち
の
状
況
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
対
応
す
る
。

　
　

地
方
教
育
行
政
の
組
織 

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の 

一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
教
育

行
政
に
お
け
る
責
任
者
は
誰

か
。　
　

　
　

教
育
長
と
教
育
委
員
の 

合
議
体
で
あ
る
教
育
委
員
会 

が
責
任
を
負
う
。

　

市
長
は
議
会
の
同
意
を
得 

て
教
育
長
と
教
育
委
員
を
任 

命
す
る
こ
と
、
予
算
の
執
行

を
行
う
な
ど
を
通
し
て
間
接

的
に
責
任
を
負
う
。

　
　

10
月
28
日
に
中
部
縦 

貫
自
動
車
道
の
勝
原
Ｉ
Ｃ
か 

ら
九
頭
竜
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
開
通 

し
た
。

　

和
泉
地
区
の
住
民
に
と
っ 

て
は
、
生
活
の
道
、
命
の
道

と
な
る
大
変
重
要
な
位
置
付

け
の
区
間
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
降
雪
に
よ
る
通
行

規
制
が
心
配
で
あ
る
が
、
こ

の
道
路
の
除
雪
基
準
、
予
防

的
通
行
規
制
の
基
準
に
つ
い

て
、
市
は
ど
こ
ま
で
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　

福
井
河
川
国
道
事
務
所 

に
よ
れ
ば
、
荒
島
Ｉ
Ｃ
か
ら 

九
頭
竜
Ｉ
Ｃ
間
ま
で
の
14
キロ

㍍
に
つ
い
て
は
、
九
頭
竜
Ｉ

Ｃ
横
の
和
泉
除
雪
基
地
が
担

当
し
、
そ
の
除
雪
基
準
は
５

センチ
メートル
で
あ
る
が
、
予
防
的
通

行
規
制
の
基
準
に
つ
い
て
は

公
表
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

除
雪
機
械
の
増
強
や
除
雪 

体
制
の
充
実
に
よ
り
、
可
能 

　
　

中
学
校
再
編
に
伴
い
、

生
徒
が
安
心
し
て
登
校
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

再
編
に
向
け
て
学
年
別 

の
交
流
や
新
入
生
学
校
説
明 

会
に
準
じ
た
現
１
・
２
年
生

へ
の
説
明
会
を
行
う
予
定
。

さ
ら
に
、
個
別
に
生
徒
の
相

談
に
応
じ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
従
来
の
教
育
相
談
機
関

を
充
実
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
気
掛
か
り
な
生
徒

に
つ
い
て
は
、
心
身
の
状
態

の
把
握
だ
け
で
な
く
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
確
実
に
文
書
で

引
き
継
ぎ
、
教
職
員
間
、
全

小
中
学
校
に
お
い
て
情
報
を

共
有
す
る
。

　
　

不
登
校
や
気
掛
か
り
な 

生
徒
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。

　
　

全
小
中
学
校
に
お
い

て
、 

居
場
所
づ
く
り
と
絆
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
、児
童
・

運転免許自主返納事業で電動アシスト
三輪車の補助を検討できないか

中学校の学校再編に向けて令和6年4月
まで、どのように取り組むのか

大
野
市
民
の
会

　
猪い

の

　し
ま嶋

　
清き

よ

　ふ
み文

　
議
員

も
え
ぎ
会 

　
梅う

め

林ば
や
し

　
厚あ

つ

子こ

　
議
員

事故の恐れがあり、補助は考えていない

4月から円滑に学校生活を始められるよう取り
組む

問

問問

一
般
質
問

一
般
質
問

答

答答

答答

答答答

問問

問問問

政治家が運動会やスポーツ大会に飲食物を差し入れることは禁止されています。
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◎
委
員
の
意
見 

　

屋
内
型
子
ど
も
の
遊
び
場

の
整
備
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
エ
リ
ア
内
の

駐
車
場
に
つ
い
て
、
そ
の
利

用
計
画
や
有
料
化
実
証
実
験

の
方
針
な
ど
に
不
確
定
な
部

分
が
多
く
、
ま
た
当
該
法
人

は
、
ま
だ
実
績
の
な
い
団
体

で
あ
る
た
め
、
複
数
年
の
委

託
を
行
う
こ
と
に
不
安
を
感

じ
る
。

　

指
定
管
理
期
間
を
１
年
間

と
修
正
す
る
べ
き
。

元
町
会
館
の
指
定
管
理
者
の 

指
定

◎
理
事
者
の
説
明 

　

元
町
会
館
運
営
委
員
会
を 

引
き
続
き
指
定
管
理
者
と

し
、 

指
定
管
理
期
間
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

と
し
た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

七
間
通
り
に
面
し
た
会
館

の
一
部
を
、
大
野
市
観
光
協

会
の
事
務
所
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
を
市
が
許
可
し
て
い

る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
指

定
管
理
委
託
の
内
容
と
整
合

が
取
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て

管
理
の
在
り
方
を
関
係
者
と

調
整
し
、
指
定
管
理
委
託
の

詳
細
な
内
容
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
継
続

審
査
と
し
た
い
。

　

な
お
、
運
営
委
員
会
の
管

理
実
績
に
不
備
は
な
く
、
当

委
員
会
と
し
て
は
、
令
和
６

年
度
以
降
の
指
定
管
理
者
と

し
て
適
任
と
考
え
て
い
る
。

市
立
集
会
所
の
指
定
管
理
者 

の
指
定

◎
理
事
者
の
説
明 

　

16
カ
所
の
市
立
集
会
所
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
引
き

続
き
各
運
営
委
員
会
を
指
定

し
、
指
定
管
理
期
間
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

と
し
た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
、
大
規
模
改
修
や
建
て

替
え
が
必
要
と
な
る
施
設
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

集
会
所
の
譲
渡
や
集
約
な
ど

も
念
頭
に
、
各
運
営
委
員
会

と
協
議
し
、
各
施
設
の
在
り

方
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た

い
。

除
雪
体
制

◎
理
事
者
の
説
明 

　

本
年
度
の
除
雪
契
約
に
つ 

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
２
者

減
り
、
66
者
と
締
結
し
た
。 

　

現
在
、
市
道
路
線
等
の
除

排
雪
に
当
た
る
除
雪
車
の
オ

ペ
レ
ー
タ
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
除
雪
オ
ぺ
レ
ー
タ
人

材
育
成
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

◎
委
員
の
意
見 

　

継
続
し
て
オ
ぺ
レ
ー
タ
の
育

成
を
支
援
し
、
除
雪
事
業 

者
の
確
保
、
除
雪
体
制
の
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

◎
理
事
者
の
説
明

　

汚
水
処
理
の
最
適
化
に
伴

う
農
業
集
落
排
水
施
設
の
統 

合
に
よ
り
、
使
用
料
金
が
減

▼
く
ら
し
産
業

　（
◎
白
﨑
、
○
葊
瀬
、
笹
山
、

　 

猪
嶋
、
林
、
山
崎
、
葊
田
、

 

　
梅
林
）

議
案
第
88
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
大
野
市

ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
及

び
越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
修
正
案 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

一
般
財
団
法
人
越
前
お
お

の
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
指
定

管
理
者
と
し
、
指
定
管
理
期

間
を
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
と
し
た
い
。 

常
任
委
員
会
審
査
報
告

結ステーション

　11月10日、全員協議会室で大野青年会議所、結の故郷ビジネスサポートチー
ム、大野商工会議所青年部とくらし産業常任委員会で、「地域の経営環境」をテー
マに意見交換をしました。
　参加者からは、商圏の狭い経営環境が市内事業所の特徴であり、 インター
ネットを使って稼ぐことが有効であることや、中部縦貫自動車道の開通が経済
の起爆材になることに期待するとの意見が述べられました。

くらし産業常任委員会の意見交換会

政治家がお祭りに寄付や差し入れをすることは禁止されています。

額
す
る
傾
向
で
あ
る
が
、
使

用
水
量
が
多
い
家
庭
で
は
、

使
用
料
金
が
増
額
と
な
る
場

合
も
あ
る
。

　

各
処
理
施
設
維
持
管
理
組 

合
へ
の
説
明
や
地
区
区
長
会 

への
報
告
を
行
って
い
る
。

◎
委
員
の
意
見 

　

後
々
の
混
乱
を
避
け
る
た 

め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス
を
想
定
し
て
、
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
利
用
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
事
業
を
進
め

ら
れ
た
い
。

除雪
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デ
ア
に
よ
り
、
盛
り
上
が
り

の
あ
る
大
会
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

市
税
の
収
納
状
況
等 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
５
年
度
市
税
の
11
月 

末
日
時
点
の
収
納
率
は
、
前

年
度
同
時
期
と
比
較
し
て
低

い
状
況
で
あ
り
、
年
末
に
向

け
て
催
告
書
の
送
付
や
納
税

相
談
等
を
通
し
て
徴
収
を
強

化
し
て
い
く
。

◎
委
員
の
意
見 

　

市
全
体
の
収
入
や
支
出
の

状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
適

正
な
資
金
運
用
を
行
う
と
と

も
に
、
引
き
続
き
市
税
等
の

収
納
に
鋭
意
努
め
ら
れ
た

い
。

◎
委
員
の
意
見 

　

令
和
５
年
４
月
施
行
の

「
こ
ど
も
基
本
法
」
の
基
本

理
念
に
、「
家
庭
や
子
育
て

に
夢
を
持
ち
、 

子
育
て
に
伴

う
喜
び
を
実
感
で
き
る
社
会

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
」
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
、
将
来

の
本
市
を
担
う
若
者
を
含

め
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴

き
、
法
の
基
本
理
念
に
則
し

た
取
り
組
み
を
、
全
庁
挙
げ

て
進
め
ら
れ
た
い
。 

 

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
に 

お
け
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ 

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ 

◎
理
事
者
の
説
明 

　
「
第
60
回
越
前
大
野
名
水

マ
ラ
ソ
ン
」
大
会
の
経
費
の

一
部
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
集

し
、
多
く
の
寄
付
が
市
外
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
参
加

者
を
は
じ
め
、
大
会
の
運
営

や
沿
道
で
応
援
す
る
市
民
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
活
用

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
委
員
の
意
見 

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
人
が
参
加
し
た 

く
な
る
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ

ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ 

グ
ラ
ム 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

中
間
報
告
で
、
医
療
費
及

び
介
護
給
付
費
の
削
減
効
果

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
や
参
加

者
か
ら
の
声
な
ど
を
考
慮

し
、
来
年
度
も
事
業
を
継
続

し
た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

取
り
ま
と
め
た
最
終
報
告

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

す
る
際
は
、
事
業
効
果
等
が

市
民
に
分
か
り
や
す
い
内
容

と
な
る
よ
う
留
意
さ
れ
た

い
。

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
代 

替
施
設
の
対
応 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

代
替
施
設
の
選
定
の
参

考
と
し
て
、
令
和
４
年
度
体

育
施
設
利
用
状
況
を
ホ
ー
ム

▼
総
文
厚
生

　（
◎
髙
田
、
○
伊
東
、
帰
山
、

　 

岸
本
、
木
戸
屋
、
野
村
、　

　 

堀
田
、
髙
岡
）

こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
等

◎
理
事
者
の
説
明 

　

本
市
の
子
育
て
支
援
施
策

は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
提
唱

す
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
の
実
現
に
合
致
し
た

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
８
月
に
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
宣
言
。
宣
言
は
情

報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て

お
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
を

上
手
に
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
戦
略

に
使
っ
て
い
き
た
い
。 

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

今
後
実
施
す
る
体
育
施

設
利
用
調
整
会
議
等
で
利

用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ス
ム
ー 

ズ
に
体
育
施
設
の
利
用
状
況 

を
確
認
で
き
な
い
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

　

混
乱
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
も
、
容
易
に
検
索
で
き

る
よ
う
、
本
年
度
内
で
の
調

整
に
努
め
ら
れ
た
い
。

越前大野名水マラソン

政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。

　11月16日、大野市PTA連合会、大野市民間保育所保護者会連合会、 大野市立
保育所保護者会連合会と総文厚生常任委員会で、「子育て支援」をテーマに意
見交換をしました。
　参加者からは、子ども医療費支援が手厚く助かっていることや、大野ですく
すく子育て応援パッケージから詳細な情報取得が可能となるようにしてはどう
かなどの意見が述べられました。

総文厚生常任委員会の意見交換会
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議長（堀田昭一）は採決に加わらないので「/」で表示。議案等に賛成〇、反対×。

全会一致で可決・継続審査・同意・承認された議案等
令和５年12月第437回定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

74 可決 令和５年度大野市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）案

75 可決 令和５年度大野市和泉診療所事業特別会計補
正予算（第１号）案

76 可決 令和５年度大野市介護保険事業特別会計補正
予算（第２号）案

77 可決 令和５年度大野市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第２号）案

78 可決 令和５年度大野市水道事業会計補正予算（第
１号）案

79 可決 令和５年度大野市簡易水道事業会計補正予算
（第１号）案

80 可決 令和５年度大野市下水道事業会計補正予算
（第１号）案

83 可決 大野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例案

85 可決 大野市火災予防条例の一部を改正する条例案

86 可決 市道路線の認定について

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

87 可決 指定管理者の指定について（大野市立集会所）

(88) 可決 指定管理者の指定について（大野市まちなか観光拠
点施設及び越前おおの結ステーション）の修正案

88 可決 修正部分を除く指定管理者の指定について（大野市まち
なか観光拠点施設及び越前おおの結ステーション）

89 継続
審査 指定管理者の指定について（大野市元町会館）

90 可決 指定管理者の指定について（大野市和泉前坂家族旅
行村）

(91) 可決 令和５年度大野市一般会計補正予算（第５号）案の
修正案

92 可決 令和５年度大野市一般会計補正予算（第６号）案

93 可決 令和５年度大野市一般会計補正予算（第７号）案

94 同意 教育委員会委員の任命について

議
案

撤
回 承認 議案第73号令和５年度大野市一般会計補正予算（第

５号）案の撤回について

各議員の表決が分かれた議案等

議員名（議席番号順）

議案番号・議案名

議
決
結
果

笹
山
晃
一

帰
山
寿
章

猪
嶋
清
文

岸
本
一
敏

白
﨑
貴
之

木
戸
屋
八
代
実

林　

順
和

葊
瀬
浩
司

伊
東
由
起
恵

山
崎
利
昭

野
村
勝
人

髙
田
育
昌

葊
田
憲
徳

堀
田
昭
一

梅
林
厚
子

髙
岡
和
行

市
長
提
出
議
案

68 令和４年度大野市歳入歳出決算認定について【継続審査】 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

69 令和４年度大野市水道事業会計の決算認定について
【継続審査】 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

70 令和４年度大野市簡易水道事業会計の決算認定について
【継続審査】 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

71 令和４年度大野市下水道事業会計の決算認定について
【継続審査】 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

81
大野市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す
る条例の一部を改正する条例案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

82 大野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

84 大野市手数料条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

91 修正部分を除く令和５年度大野市一般会計補正予算（第
５号）案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

政治家がお中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

　10月18日・19日に実施しました。
　長野県駒ケ根市では令和２年の出
生数が大幅に少なく、この危機的な状
況を市民と共有し、打開するため「子
育て全力応援」を宣言。結婚・出産・
子育ての施策の充実に取り組んでいま
す。
　岐阜県土岐市では市立総合病院を 
廃止し、隣の瑞浪市と広域連携で総
合病院を令和８年に開業します。岐阜
県厚生農業協同組合連合会が運営の
公設民営とするとのことです。

　11月13日・14日に愛知県知立市、尾
張旭市、瀬戸市の各市議会の議会運
営について視察を実施しました。
　今回の視察の目的は、当市議会の
議会改革の取り組みの参考とするた
め、市民への議会報告会や意見交換
会の在り方、予算関係委員会の運営
方法、市に対する政策提言の手法な
どについて研修することです。
　各市の取り組みを参考に、今後の当
市議会の運営に生かしていきます。

　10月25日・26日に岐阜県内の２市町
の行政視察を実施しました。
　中津川市では、同市地域公共交通
計画と公共交通ネットワークの再編につ
いて、白川町では、白川・東白川地
域公共交通網形成計画と公共交通シ
ステムについて説明を受け、各市町の
施策について研修しました。
　白川町では、どの集落からも乗り物
を組み合わせて行きたい所へ行ける公
共交通網が整備され、全ての地域か
ら高校通学が可能となっています。

こども政策・公共施設等
改革特別委員会 議会運営委員会中部縦貫自動車道等

交通対策特別委員会

行 政 視 察 レ ポ ー ト
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議会だより編集委員会
委員　岸　本　一　敏

伊　東　由起恵
山　崎　利　昭
梅　林　厚　子

編 集 後 記

※次回は、４月下旬の発行
　を予定しています。

　議会だよりを発刊するに当たり、本年１月１日に発生しました能登
半島地震で犠牲となられました方々に、心よりお悔やみを申し上げます。

また被災されました方々に、お見舞いを申し上げます。
　昨年は中部縦貫自動車道勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通、南六呂師エリアの星空保護区認定
など、本市にとり希望に満ちた重要な年となりました。
　交通基盤の整備により、本市経済が飛躍のチャンスを迎えようとしています。
　大野市議会といたしましても、行政とともに知恵を出し合い、チャンスを最大限に生か
せるよう、そして良い大野市になるよう、精一杯頑張ってまいります。（座長　岸本一敏）

特 別 委 員 会 報 告
中部縦貫自動車道等交通対策特別委員会

（◎山崎、○髙田、 帰山、岸本、林、梅林、 髙岡） （◎伊東、○猪嶋、笹山、白﨑、木戸屋、葊瀬、野村）

【結婚相談】  
◎理事者の説明
　大野市婦人福祉協議会が結とぴあで実施する結婚
相談において、令和５年度上半期の相談件数は延べ
222件、 そのうちお見合いに至ったものが２件あったが、
成婚までに至ったものはない。
◎委員の意見
　成婚が増えることで、出生率の向上が期待できること
から、理事者には、若者の結婚につながるような取り組
みを期待する。

【公共施設の適切な管理運営】  
◎理事者の説明
　九頭竜保養の里フレアール和泉は当初の「見直し」
から「譲渡」へ、また、笛資料館は「廃止検討」から「廃
止」へと、再編を進めたものがある。
◎委員の意見
　財政経営課は施設所管課と連携を密にし、地元の
理解を得ながら、公共施設等総合管理計画を着実に
進められたい。

こども政策・公共施設等改革特別委員会

３月市議会定例会のお知らせ
　市議会の本会議は、誰でも傍
聴することができます。傍聴を
希望する方は、議会事務局（３
階）で受け付けを済ませてか
ら、傍聴席（Ｒ階）にお入りく
ださい。
　日程は、予定のため変更にな
る場合があります。
　本会議と常任委員会は、午前
10時の開会を予定しています。
３月19日の中部縦貫自動車道等
交通対策特別委員会は午前10時
開会、こども政策・公共施設等
改革特別委員会は午後１時開会
を予定しています。
　また、２月26日の予算特別委
員会は本会議終了後に、３月18
日は午前10時の開会を予定して
います。
　ただし、 開会前の会議によ
り遅れる場合もあります。
　詳しくは、議会事務局へ問い
合わせてください。
（☎0779–64–4830）

日 月 火 水 木 金 土
2/25 26 27 28 29 3/1 2

本会議
（開会）
特別委員会

（予算）

議案調査 議案調査 議案調査 議案調査

3 4 5 6 7 8 9
本会議

（代表質問）
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（くらし産業）
予算特別委
員会分科会

常任委員会
（くらし産業）
予算特別委
員会分科会

10 11 12 13 14 15 16
常任委員会

（総文厚生）
予算特別委
員会分科会

常任委員会
（総文厚生）
予算特別委
員会分科会

委員会予備日 委員会予備日 委員会予備日

17 18 19 20 春分の日 21 22 23
特別委員会

（予算）
特別委員会

（中部縦貫自動車
　道等交通対策）

（こども政策・
公共施設等改革）

委員会予備日 委員会予備日

24 25 26 27 28 29 30
本会議（閉会）

【インターチェンジの名称等の工夫】  
◎理事者の説明
　中部縦貫自動車道の（仮称）油坂出入口の名称決
定のスケジュールは、まだ国から聞いていない。
◎委員の意見
　本道を利用して九頭竜湖畔等に向かう車が迷わずに

（仮称）油坂出入口で降車できるよう、正式名称や案
内看板の設置による工夫を国に働き掛けられたい。

【タクシー事業者への支援】  
◎理事者の説明
　タクシーが利用するＬＰガス供給施設の廃止に向け、
タクシー事業者への車両買い替え等に対する支援を検
討している。
◎委員の意見
　タクシーの台数増加や営業時間延長などを望む市民
等の声が大きい。タクシーの存続と運行の充実が図れ
るよう、タクシー事業者への支援を検討されたい。


